
１．は じ め に

「地球化学」を英語に訳すと Geochemistryである

が，Geochemistryの日本語訳は「地球化学」だけで

はなく，「地化学」と訳されることもある。現在でも

資源探査の分野では，岩石，土壌，堆積物，植物，水

などを特定地域から面的に採取し，化学分析を行い，

特定元素の分布状況から地下に潜む金属や石油鉱床を

探す手法は「地化学探査（geochemical explora-

tion）」と呼ばれる。地質コンサルタントのホーム

ページやカタログを開くと，「地化学探査」，「地化学

分析」，「地化学データ」，「地化学モデル」などの用語
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が飛び交う。また，石油分野では Geochemistryは最

近まで「地化学」と訳されていたようである。例えば

講演タイトルとして「日本における石油地化学の現

況」（工藤，1979）のように使われるし，啓蒙書の『素

顔の石油』には「石油のルーツを探る―地化学」の章

が設けられている（手塚，1990）。このように一つの

欧米原語の科学用語に日本語訳が複数あるのは珍しい

ことではなく，よく知られている例として Isotopeに

対して「同位体」と「同位元素」の2つの日本語が使

われる（馬淵，2013）。日本の自然科学は明治時代以

降に欧米から導入されているため，まずは原語の専門

用語を日本語に訳して普及する必要がある。その過程

で複数の日本語訳が流通したことを調べて行くと，そ

の学問の導入時の国内研究者の人間模様を垣間みるこ

とが出来る。

２．地球化学の誕生

地球化学は20世紀初頭に確立したので，まだ100年

の歴史しかない比較的新しい学問分野である。しかし

時代をさらに遡った18～19世紀のヨーロッパの化学

の世界では，主に鉱石などの天然物質の中から今まで

に見つかっていない元素を単離してその化学的な性質

を調べることが最先端の研究テーマであり，化学と地

球化学は区別ができない時代とも言える。学問分野名

の“Geochemistry”は，オゾンの発見で知られてい

るスイスの化学者 C. F. Schönbeinが，1838年に始め

て用いたとされている（Mason, 1966）。

20世紀初頭の頃は，地球の形，大きさ，質量など

については現在とほとんど変わらない知識があった

が，内部構造は，モホロビチッチ不連続面の発見

（1909年）マントル―コア境界の不連続面と液体コア

の発見（1913年）など，概要が分かり始めた時期で

あった。この頃 A. Wegenerによって大陸移動説が提

唱されたが（1915年），受け入れられなかった。ま

た，放射年代測定法は，放射能の発見（1896年）か

ら日が浅く，年代測定への応用もまだ始まったばかり

で，B. Boltwood（1907）が地球の岩石で最も古い22

億年の年代値を出し，地球の年代はそれ以上古いと考

えられ始めた頃である。地球化学はこのような時代背

景のもとで，F. W. Clarke，V. M. Goldschmidt，V. I.

Vernadskyらの巨匠たちの手によって，天然物を扱

う分析化学とは異なる独立した分野として誕生した

（Mason, 1966）。

アメリカ地質調査所の首席化学者 F. W. Clarkeは

1908年に“The Data of Geochemistry”を出版し，

1924年迄に5版を重ねた（Clarke, 1908; 1911; 1916;

1920; 1924）。集大成となる第5版では大気圏，水圏も

加わり深さ10マイル（16 km）までの岩石圏の化学像

を知るのに大きく貢献した。第5版の序言と第1章の

一部は藤原（1987）により訳され，解説も加えられ

ている。Clarkeは分析データを集める一方で，のち

に「クラーク数」と呼ばれた地殻の平均化学組成を発

表した（Clarke and Washington, 1924）ことでも知

られる。地殻の平均化学組成は地殻の構成モデルに依

存し，定数として扱うことはできないので，現在では

クラーク数の用語は使われないが，地球化学の確立期

での歴史的な重要性は色褪せない。

一方，チューリッヒ生まれの V. M. Goldschmidt

はオスロ大学とゲッチンゲン大学に在籍した1923年

から1937年にかけて，「元素の地球化学的分配の諸法

則（Geochemische Verteilungsgesetze der Ele-

mente）」と題する9編の論文を発表した。松井

（1987）は最初の論文（Goldschmidt, 1923）を邦訳

し，9編の論文リストを掲載して，Goldschmidtの業

績を紹介している。Goldschmidtはこれら一連の論

文の中で，結晶質物質における元素分配を支配する一

般的な法則を明らかにし，地球化学の学問的な基本理

念を確立した。その理念は現在に至るまで脈々と継が

れている。

さらにロシアでは，V. I. Vernadsky（仏語標記：

W. I. Vernadsky）を中心に独自の地球化学が発展し

た。モスクワ大学教授であった Vernadskyは，ロシ

ア革命を逃れてパリに滞在した期間中の1922～23年

に，ソルボンヌ大学で地球化学の講義を行った。この

講義録をもとに，フランス語で出版されたのが

“La Géochimie”（Vernadsky, 1924）で，柴田雄次

が東大の化学教室で輪講に使ったテキストである。

Vernadskyは1926年にソビエト連邦に戻り，フラン

ス語版を全面的に改訂し1927年にロシア語初版を出

版した。さらに改訂して1930年にドイツ語翻訳版を，

1934年にロシア語第2版を出版した。Vernadskyのパ

リ滞在中に面識を得た高橋純一はフランス，ドイツ，

ロシア語版を対照し，さらに Vernadsky自身から伝

えられたロシア語第2版の改訂情報も加えて翻訳を行

い，原著者の了解の上で新文献と注解を加え，『ヴェ

ルナドスキー著，高橋純一訂譯，地球化學』と銘打っ

て出版した（高橋，1933a）。この日本語版は7章66節

から構成されており，その抄録的紹介と解説は松尾
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（1987）によってなされている。

３．地球化学の日本への導入

世界的に見て地球化学の成立は1920年代である

が，日本へもほぼ同時に導入されたことは驚くべき早

さである。海外の先進的な学問の導入では，海外で出

版された書籍，論文誌が輸入され，原文で読まれ，さ

らには翻訳されて普及する経過を辿る。地球化学誕生

に貢献した3人の巨匠の著作はどのように日本に入っ

てきたのであろうか。

Clarkeの一連の“The Data of Geochemistry”は

翻訳されなかったが，このあとの章で述べるように，

1920年頃に日本で読まれていたことは明らかであ

る。Goldschmidt（1923）の抄録が岡田（1926）に

よって出版され，一連の論文を短くまとめた論文，

Goldschmidt（1930）は，吉村（1931）によって訳

されている。さらに，Vernadsky（1924）の“La Géo-

chimie”が，1925～1926年に東大の化学教室で輪講

に使われ，改訂版の日本語による訂正訳版が高橋純一

（1933 a）によって出版されたことはすでに述べた

通りである。

ロシアでは地球化学の勃興期の1912年に A. E.

Fersmanが地球化学の最初の講義を行った（梶，

2004）。最近になって神保小虎（1867～1924:地質学

鉱物学者）のアーカイブの中に，1908年から1915年

に Fersmanが発表した論文の抜き刷りが見つかり，

地球化学のロシア語の論文を入手していたことが示さ

れた（Yatsumimi and Yamada, 2008）。このことか

ら1920年代以前の黎明期の地球化学も日本へ伝来し

ていたことが推察できる。20世紀初頭に生きた日本

の研究者は諸外国の研究動向に敏感で，少しでも早く

吸収しようと努力を重ね，海外の出版物に目を光らせ

ていたことが伺える。

大正期から昭和初期の我が国の研究者が地球化学を

導入してきた経過については，日本の地球化学史の最

初の章として，これまでも多くの出版物に書かれてい

る（菅原，1946; 1981;北野・松尾，1978;松尾，1988;

日本地学史編纂委員会，2006）。それらの多くは柴田

雄次を軸とした地球化学の欧米からの導入，国内での

発展の歴史であるが，松尾（1988）は，日本の地球

化学には柴田雄次（1882～1982），高橋純一（1887

～1959），松原厚（1881～1961）を始祖とする3つの

源流があると指摘した。この3名は，それぞれ東京帝

国大学，東北帝国大学，京都帝国大学でほぼ同じ時代

に研究室をもち，研究教育活動を通じてわが国の地球

化学確立に寄与した。しかしながら，同じ時代に地球

化学に関与しているのに，お互いにどのように影響し

合ったのかは，これまでのわが国の地球化学の歴史に

は書かれておらず大変興味がある所である。

これら3つの源流の始祖の中でも松原厚は異色であ

る。32歳で京都帝国大学理科大学に入学し，化学科

卒業後，講師，助教授を経て，米英独3カ国で鉱物学

を学び，1922年に創設されたばかりの地質学鉱物学

教室の鉱物学教授に着任した（松尾，1988）。岩波講

座「鑛物學及び岩石學」の中の一冊として執筆した

『地球化學』（松原，1931）は岡田（1930）に次ぐ日

本で2冊目の地球化学の単行本である。松原の出版リ

スト（松尾，1988）から判断すると，松原自身は地

球化学研究には携わっていなかったようで，著書の内

容も「地学の教科書とはなっても，地球化学という新

しい学問分野全体を見通せる構成とはなっていない」

（日本地学史編纂委員会，2006）と評されている。

著書の中の各章の参考文献で，Clarkeや Gold-

schmidtの著書，論文は紹介されているが Vernadsky

の著書が紹介されていないのが特徴的である。松原の

著書の内容，学問的背景から考えると，松原と他の2

人との間に学問的接点があったとは思われない。

一方，柴田雄次と高橋純一の場合，どちらも Ver-

nadskyが関わっている。高橋純一は1924年にパリで

Vernadskyと直接面識を持つ機会があったし，柴田

雄次は1925年に日本で“La Géochimie”（1924）を

読んで地球化学の重要性を直感した。その後，高橋純

一は“La Géochimie”（1924）の改訂版の日本語訂

正訳版を1933年に出版した。柴田雄次と高橋純一は

それぞれ Vernadskyと関わっているので，相互にも

関わりがあったと推察されるが，お互いの関係につい

てはこれまであまり語られなかった。本小論ではこの

点に焦点をあてて，1920年代のわが国の地球化学を

ふり返りたい。

４．柴田雄次の「地球化学」

柴田雄次（Fig. 1）は，日本の無機化学を築いた日

本を代表する化学者で，その生い立ち，研究経歴，日

本の化学界で果たした功績については，自らの著述も

含めて多くの著作や解説に述べられている（柴田，

1948a; 1948b; 1948c; 1949a;道家，1964;田中，1975;

山崎ら，1980;山崎，1982a; 1982b;野津，2011）。

これらの中でも田中（1975）の単行本は400ページ近
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くの大作で，特に詳しい。東京帝国大学理科大学化学

科に入学し，有機化学を志して研究の道に入ったが，

1910～1913年の海外留学に際して無機化学に転向

し，ライプチヒ大学の A. Hantzsch，チューリヒ大学

の A. Werner，パリ大学の G. Urbainといずれも無

機化学の世界的大御所のもとで研鑽を積んだ。希土類

元素の分析に特別興味を感じていた柴田は，Urbain

の研究室に在籍していた時，暇を見つけては発光スペ

クトル分析を習得し，日本から苗木石を取り寄せて希

土類元素の分析を試みた。この経験について本人自

ら，「これが後に地球化学を研究するもとにもなった

のですよ」と語っている（田中，1975）。

留学からの帰国の翌年1914年には，ヨーロッパで

購入した分光器を使って，最初の指導学生である松野

吉松と苗木石の発光分光分析を行ったが，練習的で

あったため結果の発表は差し控えた（柴田，

1948b）。柴田（1949b）は後年になって日本の地球

化学をふり返り，その原点は自らのこの分析にあった

と思い，

「その初め（大正の初め）には今日言う地球化学の認

識はありませんでした。しかし地球というものはもっ

と化学者が眼をつけてもいゝ一つのフィールドである

と考え，最初に本邦に於ける含希元素鉱物およびその

分布の研究を始めたのが大正2年（1913年）ごろであ

ります。」

と，述べている。この研究テーマは1920年には木村

健二郎の卒業研究に引き継がれ，翌年には「東洋�含
稀元素鑛石の化學的研究」の最初の論文が出された

（柴田・木村，1921）。これを皮切りに同一タイトル

の一連の論文が1926年までに7報出版されたが，柴田

本人の言葉を借りると「又此研究は後に本格的に發展

を見た地球化學の先驅を爲すものである」（柴田，

1948c）との位置づけがなされている。

柴田雄次は東大化学教室の若手有志とフランス語科

学書の輪講会を始めた（柴田，1948c;田中，1975）。

1921年から J. Perrinの“Les Atomes”（1913）を読

み始め，読み終わると翻訳権を得て有志の数名で全訳

し，1925年に岩波書店から柴田雄次校閲，植村琢，

玉虫文一，水島三一郎訳，ジャン・ペラン著『原子』

を刊行した。続いて輪講会で取り上げた R. Lespieau

の“La Molécule chimique”（1920）は，1931年に植

村琢，漆原義之訳，レスピオー著『分子』として，J.

Duclauxの“La chimie de la matière vivante”

（1910）は，1927年に菅原健，仁田勇訳，ジャック・

デュクロオ著『生體の化學』として，どちらも岩波書

店から出版された。

フランス語科学書の輪講会で4番目に取り上げたの

がW. I. Vernadsky（英語標記：V. I. Vernadsky）の

“La Géochimie”（1924）である。この本を選ぶに

至った事情は，柴田が80歳を超えた時の対談で，

「或る時，私は丸善で Vernadskyというソ連の学者

の‘La Géochimie’という本を見つけた。私は，木

村君と稀元素鉱物の研究をやっていて，地球を化学的

物質系として研究すべきだと強く感じていた。今から

みると，Vernadskyのは，ほんとうの Géochimie

じゃありませんがね。それでも，とにかくこういう体

系を作ろうとしている人がある，やはり地球化学とい

うものがあるんだなと思ったんですよ。それで，さっ

そく大正15年1月26日の国民新聞に，始めて‘地球化

学’という言葉を使って一文を書いたのです。」

と，語っている（柴田ら，1965）。Fig. 2はこの新聞

記事であり，この一文の中で地球化学の学問的重要

性，将来性が熱く語られている。この記事は日本で

「地球化学」という用語が使われた最初であるとさ

れ，1926年はわが国の地球化学の出発点と考えられ

てきた。

Vernadskyの“La Géochimie”（1924）に共鳴し

た柴田は，1925～26年に輪講を行うとともに，別に

化学教室内の無機化学，分析化学所属の教授，助教

授，助手，大学院学生らと地球化学会を設けて，一週

2度夜間に教室に居残り，地球化学の外国文献の講読

を始めた（柴田，1948c）。Goldschmidtの論文も取

り上げられ，柴田門下の岡田家武による Goldschmidt

（1923）の抄録の出版（岡田，1926）もこの頃であ

る。しかし，“La Géochimie”（1924）は，輪講参加

Fig. 1 Yuji Shibata (from Matsuo (1988))
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者による翻訳書の刊行が行われなかったことを指摘し

ておかねばならない。それまで輪講に用いた3冊の仏

語原著はすべて翻訳書の刊行を行っており，4冊目を

行わなかったのには何か理由があったはずである。

“La Géochimie”（1924）の改訂版の日本語訂正訳

版が高橋純一（1933a）によって出版されたこととお

そらく関係があると推測できるが，実際の経緯が分か

る資料は見つかっていない。

柴田は輪講参加者による“La Géochimie”（1924）

の翻訳書の刊行は行わなかったが，当時発表されてい

たいろいろなデータを集め，地球物理学，地質学，地

震学，放射能関連の学問を総合して「地球化學�要」
を1926年に執筆した（柴田，1949b）。そしてこの「地

球化學�要」は1927年に刊行された『無機化學攬要』

の中の最終章として出版された（柴田，1927）。『無

機化學攬要』は内容も改訂されつつ長く版を重ね，

1973年刊行の最後の第38版まで極めて長期間使われ

た教科書（山崎，1982b）で，地球化学がわが国の化

学の中で広く知れ渡るようになるのに大いに貢献し

た。柴田による「地球化學�要」の4年後の1930年に

Fig. 2 A copy of an article entitled “Chikyukagaku”, which appeared in a
newspaper “Kokumin-shinbun” on January 26, 1926. (Archives in
the collection of National Diet Library)
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は，日本人による最初の地球化学の著書『地球化學』

が，柴田門下の岡田家武によって岩波講座「物理學及

び化學」の中の一冊として出版された（岡田，

1930）。その後柴田門下から数多くの地球化学者が輩

出され，日本の地球化学を支えてきたことは，松尾

（1988）が述べている通りである。

柴田雄次が基礎を築き，振興に力を注いだ日本の地

球化学は，1930年代に全国的に広がり，1941年には

日本化学会年会の中で，第1回地球化学討論会が講演

数21件で開催されるまでになった。1953年には会員

数200名余で地球化学研究会が発足し（柴田，

1954），1963年に日本地球化学会になった際には，柴

田雄次は初代の会長を務めた。1963年ロシアで開催

された「ヴェルナドスキー博士生誕百年記念式典」に

会長として祝辞を送ることができたのも，深い因縁を

感じざるを得ない（日本地球化学会，1963）。

これまで日本で最初に「地球化学」の用語を活字に

したのは柴田雄次と思われてきた（松尾・山崎，1975;

松尾，1988）。しかし，最近の研究で，「地球化学」

という用語は1926年以前にも使われていたことが見

つ か っ た（Yatsumimi and Yamada, 2008）。

Tammann（1923）の地球の内部成分に関するドイツ

語の論文は，藤井毅太郎（1924）によって訳され，

その中で“Geochemie”は「地球化學」と訳されて

いる。また，中国語でも Geochemistryを「地球化

學」と表記するようで，Weng Wen-haoが1924年に

発表した中国語の論文に「地球化學」が出てくる

（Yatsumimi and Yamada, 2008）。いずれも柴田の

「國民新聞」の記事の2年前である。Tammann

（1923）の邦訳が掲載された雑誌「地球」を柴田が

読んでいたか否かは分からないが，1926年以前から

「地球化学」の用語が研究者の間ではすでに使われて

いたのかもしれない。

５．高橋純一の「地化学」

高橋純一（Fig. 3）は，岩手県生まれで（盛岡市先

人記念館にコーナーがある），1913年に東京帝国大学

理科大学地質科を卒業した。高橋の在学期間は東大に

在職していた柴田雄次の欧州留学期間（1910～1913

年）に重なっており，その時すでに面識があった可能

性はまずない。高橋の生い立ちや研究経歴などは，

Vernadskyとの関係に着目した科学史の視点での研

究がなされており，新たな事実も見つかっている

（梶，2004; Kaji, 2008）。高橋は東大卒業後中学校教

員を経て，1917年に第四高等学校教授となり，ライ

フワークとなる石油鉱床の研究を始めた。この研究が

東北帝国大学理学部岩石鉱物鉱床学科の神津俶祐教授

の目にとまり，1921年に同大学の助教授に迎え入れ

られ，石油鉱床学講座を担当した。この年は，柴田が

発光分光分析で苗木石などを分析した「東洋�含稀元
素鑛石の化學的研究」の最初の論文（柴田・木村，

1921）が出版された年である。

高橋は東北大着任の2年後の1923年暮れから在外研

究員としてまずアメリカに渡り，カリフォルニア州立

大学に1924年夏まで滞在した後，アメリカ各地の大

学や油田を訪問して，ニューヨークからフランスに

渡った（八木，1949）。フランス滞在後ドイツ，イタ

リア，ポーランド，ルーマニア，イギリスなどで研究

交流を行い，油田や鉱床を見学して1926年2月に帰国

した。その間のフランス滞在中にロシアから逃れて来

ていた Vernadskyとの運命の交流があったのであ

る。高橋（1933a）は，『地球化學』の序言に当たる

「譯訂者の言葉」の中で「譯者が本書の邦譯を敢てす

るに至った動機は，その巴里留學中に師事せるラクロ

ア�授の研究室に於て當時母國革命の難を避けてソル
ボンヌの講師の職に在りし原著者の地球化學講義に接

したるに始まる。」と書いており，八木（1949）も「パ

リーは專らラ・クロア（鑛物學，岩石學）カユー（水

Fig. 3 Jun-ichi Takahashi (from homepage of
Morioka City: Great predecessors in
Morioka)
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成岩）兩�授の研究所に居られ，當時亡命中のヘルナ
ドスキー�授の特別講義に列せられた。（原文のま
ま）」と書いている。これらの表現は，高橋純一が

Vernadskyの講義に出ていたことを示唆しており，

北野・松尾（1978）や松尾（1988）には「講義に出

ていた」と書かれている。しかし実際には講義が聞け

なかったことが，最近の研究で明らかになった（梶，

2004; Kaji, 2008）。

梶（2004）は，ロシアに保存されている高橋が

Vernadskyに宛てた手紙を調べ，1932年5月28日付

けの『地球化學』の翻訳の許可を求めた手紙の冒頭に

「パリ到着が遅かったので，あなたがソルボンヌで

行った講義に出席できなかった」と書いてあることを

発見した。梶（2004）はまた盛岡市先人記念館に保

存されている高橋のパスポートを調べ，フランス入国

が1924年7月8日であり，Vernadskyの講義は初回が

1922年暮から1923年夏前，2回目が1923年暮から

1924年夏前であったので出席できなかったはずだと

結論した。ただし，Vernadskyはパリに1925年末ま

で滞在し，高橋と同じくラクロアが受け入れ先であっ

たので，面識があったと考えるのが自然で，高橋

（1933a）の「原著者の地球化學講義に接したる」の

くだりは，講義録である1924年刊行の“La Géo-

chimie”を読んで教えを受けたことを指すのではと

思われる。高橋（1929a）では Vernadskyを「著者

が曾て其�を受けた露國學士院の會員」と紹介してお
り，「講義を聴いた」とは書いていない。

高橋純一は，柴田雄次が國民新聞に「地球化學」を

寄稿して一月も経たない1926年2月18日に帰国し，翌

年の1927年に教授に昇進した。1928年に設立された

岩石鉱物鉱床学会の機関誌「岩石鑛物鑛床學」の編集

に携わっていた高橋は，「地化學の�念」と題する講
説をその雑誌に掲載した（高橋，1929a）。Fig. 4に示

す冒頭部分には，

「地化學なる名稱は，現世紀に大成された新科學

Geochemieの譯語として，筆者等の十年以來使用し

來つたものである。Geophysikを地球物理と譯す例

に傚へば，之も地球化學と稱す可きものであるが，簡

單の爲に地化學なる名稱に随つた次第である。」

と書いており，内容はもっぱら Vernadskyの Geo-

chemistryの紹介である。Géochimie（仏語），Geo-

chemie（独語）あるいは Geochemistry（英語）の訳

語として「地球化學」が定着しつつある1929年に，

敢えて「地球化學」ではなく「地化學」と宣言してい

る所に，高橋の意志が感じられる。パリで Vernadsky

に教えを受け，自分自身が Géochimieを日本への導

入する役割を担うはずだったのに，日本に帰ってみた

ら柴田雄次を中心とするグループがすでに Vernad-

skyを取り上げていた。柴田雄次が「地球化學」の旗

揚げを宣言した1926年の國民新聞紙上には「寡聞の

いたす處かも知れぬが，少くとも余の知る限りでは，

此事柄（注:地球化学をさす）に關してただ一種の著

書が著はされたに過ぎず。夫れも寧ろ小冊子風の書物

と云う有様である。（ヴェルナドスキー�授著 La

Géochimie）」と書かれており，何か違和感を感じた

のではと邪推するのである。高橋としては「地化學」

を10年前から使っているのにという思いもあったか

も知れない。

高橋純一の出版リスト（八木，1949）によると，

最初の出版物は第四高等学校に勤めていた1919年に

東京隆文社から出版した『最新地文地理集成』であ

り，地化学と関連する内容とは思えない。「地化学」

という用語が見られる最初の出版物は，調べた限りで

は東北大へ移った直後の高橋（1922）で，泥板岩中

の有機物に関する報文であった。その中で「生物化學

的地化學作用」とか「地壓地化學作用」と使われてお

り，後者は（Geochemical and Geodynamical）と英

語もついているので，Geochemistryを「地化學」と

訳していることは間違いない。この論文以降，石油の

起源についての高橋（1923a; 1923b）などの論文で

「地化學」を使っている。さらに驚くことに高橋

（1922）には21編の欧米の論文が引用されており，

東北大に移ったばかりの高橋がいかに海外の研究動向

に目を光らせ，欧米に肩を並べる研究を志していたか

という意気込みを感じる。その中に Clarke（1920）

も入っており，“The Data of Geochemistry”（第4

版）の第16章“The natural hydrocarbons”中の“Ori-

gin of petroleum”の一節が引用されている。このこ

とは，高橋が1920年代初頭には日本で Clarke（1920）

を読んで新興の Geochemistryを肌で感じていたこと

になり，留学先で Vernadskyと出会う前から Geo-

chemistryを知って，日本語では「地化學」と表して

いたのである。高橋（1922）の前年に出版されてい

る柴田・木村（1921）は稀元素鉱物の化学分析の論

文であり，Clarke（1920）では鉱石の分析値も収集

してまとめているが，その引用はない。高橋が1920

年頃から海外の Geochemistryを独自に学び，「地化

學」と命名して使っていたことは明らかであるが，こ
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の名称がどれだけ広がっていたかは不明で，高橋以外

の研究者の著作を調べる必要がある。

６．「地化学」から「地球化学」へ

高橋純一は本格的に研究を始めた1920年あたりか

ら，新興分野としての Geochemistryに関心を抱き，

それを「地化學」と訳していた。柴田雄次が「地球化

學」を宣言した1926年以降もその姿勢は変わらず，

1929年には自らの著作で Geochemistryの訳語は「地

球化學」ではなく「地化學」だと主張した。しかしな

が ら，Vernadskyの“La Géochimie”（1924）の 改

訂版の日本語訂正訳版を1933年に出版するにあたっ

て，題名を『地球化學』とした。自ら（高橋，1929a）

の主張を引っ込めてしまったことになり，肩すかしを

食らった感もあるが，その間の事情は，『地球化學』

（高橋，1933a）の冒頭の「譯訂者の言葉」には書か

れていない。そこで，高橋の1929年から1933年の間

の出版物でどちらの訳語を使っているか調べてみた。

「地化學の概念」を発表した1929年は，「地化學」

で統一されているかと思ったが，高橋（1929b）では

「地化學」であるが，高橋（1929c）では「地化學」

の中に論文最初の行の一カ所だけ「之を地球化學の見

Fig. 4 A copy of a paper entitled “Concept of geochemistry”, which
appeared in a journal “Ganseki-Kobutsu-Koshogaku” Vol. 2,
1929.
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地から見ても」と書いていて，統一されていない。高

橋（1930）は「地化學」になっているので，高橋

（1929c）の最初の行の「地球化學」はその時の迷い

を示しているのかも知れない。しかし，高橋（1932）

になると「地球化學」を使っており，日本語訂正訳版

『地球化學』（高橋，1933a）の第一章［2］「地球化

學の發達史」を単独で掲載した高橋（1933b; 1933c）

でも「地球化學」で統一されている。したがって，高

橋純一の中で「地化學」から「地球化學」への変わっ

たのは1930～1932年あたりで，岡田（1930）や松原

（1931）の岩波講座の単行本が『地球化學』で出版

された時期に相当する。

高橋純一が「地化學」を「地球化學」に変えた1930

年代初頭，「地球化學」を旗揚げした柴田雄次とはど

のような関係だったのだろうか。現時点では，このこ

とが明確に分かる資料を見つけることはできず，想像

するしかない。高橋は東北大着任以来，1928年に設

立された岩石鉱物鉱床学会の機関誌「岩石鑛物鑛床

學」の編集に携わっていたが，その雑誌が柴田雄次に

依頼した原稿が1929年に出版されている（柴田，

1929a; 1929b）。この原稿依頼に関連して柴田と高橋

は連絡を取り合っていると思われ，高橋が「地化學」

か「地球化學」か迷っている時期と符合するのは偶然

でないように思われる。ちなみに柴田（1929a; 1929b）

は，1912～13年のソルボンヌでの分析に始まる自ら

のグループの稀元素鉱物の化学的研究のレビューであ

り，「地球化學」という用語は一切使われていないが，

柴田がいかに古くからこの分野に着目してきたかが読

者には分かる書き様である。

日本の地球化学が盛んになりつつある1939年に，

雑誌「科學知識」で「特輯・新興『日本地球化学』」

が組まれ，11名の執筆者が地球化学の各分野の日本

の現況をまとめたが，執筆者の中に高橋純一は入って

いない。柴田（1939）による総括的解説の中で，

Vernadsky（1924）の“La Géochimie”を「地球化

學の体系を述べた最初の著作」と紹介し，「此書物は

1930年に�補せられ獨逸文を以て發行，高橋博士に
よって邦譯もせられた」と高橋純一の名を挙げてい

る。1963年の「ヴェルナドスキー博士生誕百年記念

式典」に日本地球化学研究会長名で送った祝辞（日本

地球化学会，1963）では，柴田自らが開始した研究

から語り始めて日本の地球化学の成長を述べた上で改

行して，

「茲で私は故東北大学教授高橋純一博士について一言

申述べたいと思います。高橋博士は甞て地質学研究の

ためパリのソルボンヌに留学中偶々ヴェルナドスキー

博士の講筵に列し感銘を受け帰国後「ラゼオシミ―」

の日本語訳を行ないこれを刊行してヴェルナドスキー

博士の名声を日本学界において一層高からしめまし

た。」

と大きく取り上げている。

高橋は生涯を通して石油成因論や油田構造の地質学

的研究，油層に伴う各種岩石の研究をおこない（岡

田，2001），Vernadskyの影響を受けて地質学へ化学

的なアプローチを導入した（梶，2004）が，地球化

学の第一線で活躍していた訳ではない。八木（1949）

による高橋の業績紹介でも，地球化学については，

「（Vernadsky�授の）『地球化學』を邦譯出版したの
も、この（パリで面識を得た）因縁によらるゝもの

で、これは先生のその後の研究に大なる影響を與へて

ゐる。」と述べられているに過ぎない。このような高

橋をとりまく環境下では「地球化學」に対して「地化

學」の優位性を保つことが出来ず，「地化學」の訳語

は自然に消滅する運命だったのだろう。現在でも資源

探査や石油分野で「地化学」が使われるのは，高橋の

専門領域であることと関係している。

７．ま と め

Geochemistryは1920年前後から出版物の形で日本

に入って来ていた。当時大学卒業間もなく新進気鋭の

高橋純一は Clarkeの“The Data of Geochemistry”

に触れる機会があり，ライフワークとなる石油の研究

にも Geochemistryの理念を入れようとし，日本語の

論文では「地化學」という訳語を使った。高橋は在外

研究で滞在したパリで Vernadskyと直接面識を持

ち，最新の Geochemistryに触れて帰国した。しか

し，日本ではすでに Vernadsky（1924）の“La Géo-

chimie”が流布しており，それに啓発された柴田雄

次が「地球化學」という訳語を使って1926年に旗揚

げしていた。高橋純一は，Geochemistryの訳語とし

て「地化學」を10年前から使っていると主張したが，

時すでに遅く，日本中に「地球化學」が広がってお

り，自らが翻訳した Vernadskyの著作も『地球化學』

のタイトルで1933年に刊行するに至った。
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